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市⺠のみなさんから寄せられた活動を中⼼に紹介しています。 
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さやりん 

市制30周年・記念局運⽤開始 

さやりんピック・さやりんフェステバル・講演会・情報誌の発⾏などの運営にた
ずさわるメンバーを募集しています。 定年退職した⽅、⼦育てに⼀段落したな
どで余裕が⽣じた⽅、⼼ある⽅たちのお⼒をぜひ円卓事業へお貸し下さい。 
地域に役⽴つボランティアですが、ご⾃分にとっても新しい⼈間関係が⽣まれ健
康維持にもつながります。今のチャンスをきっかけにお考え下さい。 
 例えば、●パソコン・イベント企画に関⼼がある⽅ 
     ●地域の出来事を取材したり講演会に関⼼がある⽅ 
     ●環境美化に関⼼がある⽅ ●運営管理、事務が出来る⽅ 
     ●福祉教育に興味がある⽅（＊ できる範囲で結構です） 
私達も素⼈集団ですので⼀緒にやっていきましょう。 
お気軽に⼊会申込をして下さい。 
（住所、⽒名、電話）→Fax︓072-366-8545 事務局 
  E-mail︓sayamaround@sayamachuentaku.net 

10⽉1⽇（⽇）午前9時30分から、SAYAKA
ホール1階の無線室にある「⼤阪狭⼭ラジオク
ラブ」は⼤阪狭⼭市市制30周年を記念して特
別局コールサイン「8J30OS」の運⽤を開始し
ました。平成30年3⽉31⽇までの特別運営局
で、広く全世界と国内に⼤阪狭⼭市をPRしま
す。アマチュア無線は無線を通じて交信を楽し
むほか、災害時にも活躍できることから市の総
合防災訓練にも参加しています。 

昨年は狭⼭池築造1400年記念として特別記
念局「8J3SP」の運⽤をし、12,143局との
交信を通じて狭⼭池1400年記念をPRしまし
た。当クラブはSAYAKAホール開所と同じ
1994年11⽉ よ り 活 動 、 現 在47名 の メ ン
バーが活動しています。無線局の設備も昨
年新しくなりました。メンバーの平均年齢
が⾼いので若いメンバーの募集していま
す。 
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おおさか狭⼭もちつき隊が参加しました  

はばたきフェスタ開催 

ワークくみのきフェスタは⼤盛況でした 
11⽉３⽇（祝）にワークくみのき
（東茱萸⽊３丁⽬２１５３番地）で
第14回⽬のフェスタが開催されまし
た。ステージプログラムは、オープ
ニングに表現倶楽部うどぃの踊り、
「ナリヤ」のハーモニカ演奏や「さ
くらんぼ」による絵本ライブなど、
また「ハナミズキ」のピアノ演奏が
ありました。その後は⾳タネ⼀座の

皆さんの登場です。「⾳タネのテーマ」ケチャからはじまり「あじのひらき」の⼿遊び、「⼿のひらを太陽に」
のあとはさやりん登場︕で「さやりんのテーマ」「上を向いて歩こう」では利⽤者の皆さんも前にでて歌い、
「ヤングマン」では職員の⽅がダンスを披露。全員での「ハッピーハッピーバースディ」「よせなべおんど」
「ラーメンたいそう」と続き、会場はおおいに盛り上がりました。アンコールの「waになっておどろう」で終わ
りましたが、会場は幸せな笑顔がいっぱいでした。 

今年のはばたきフェスタは天候にも恵まれて11⽉４⽇（⼟）
５⽇（⽇）福祉センター・保健センター・市史編さん所・公⺠

館で開催さ
れました。 

４⽇のオー
プニング
は、公⺠館
では⻘少年セミナー表現倶楽部うどぃの中⾼⽣メンバーのパ
フォーマンス、福祉センターでは第三中学校吹奏楽部の皆さん
の演奏から始まりました。模擬店や作品の展⽰、各団体の発表
など盛り沢⼭のプログラムが⽤意されていました。参加団体は
93団体でした。 

はばたきフェスタに、⼤阪狭⼭もちつき隊が２⽇間・
参加してもちつきを⾏いました。 

福祉センターの奥の駐⾞場を利⽤しての活動でした。
初⽇はお⽶のむらすのに苦労しましたが、つきあげた
おもちはぜんざい、磯辺巻などで提供され、⼤⼈気で
すぐに売り切れでした。 

⼦どもたちも、もちつきには興味しんしんで実際にキ
ネを持って嬉しそうにもちつきに参加していました。2
⽇⽬は設備を変えてむらしも順調に作業でき、２⽇間
で10回のもちつきが出来ました。 

この⾏事は⼤阪狭⼭市市⺠公益活動促進補助⾦事業と
して⾏われたもので、⽇本のよき伝統を残したいとい
う趣旨で活動しています。 
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さやりんピックの開催   

 まちづくり⼤学 公開講座    
11⽉11⽇（⼟）午後2時から３時半にＳＡＹＡＫＡホー
ルの⼤会議室にて「まちづくり⼤学公開講座」が開かれま
した。まちづくり⼤学の受講⽣３３名、⼀般参加者２８
名、ほか総勢８２名が参加しました。⼤阪狭⼭市副市⻑の
髙林正啓⽒にテーマは「市⺠協働を改めて共に考えよう 
これからのまちづくりに向けて」です。内容も盛り沢⼭
で、①改めて「市⺠協働」とは何ぞや②新たな公共による
サービスの提供③市⺠協働の⽣い⽴ちを探る④⽣涯学習と
市⺠協働との関係性・必要性⑤地⽅創⽣（地域再⽣）と市
⺠協働⑥⼈と⼈間・住むと暮らす⑦「おもろいまち」にす
るための協働の原則など市職員の経験やエピソードを交え
ながら講演でした。講演後も参加者からの質問に答えて頂
きました。 
講演内容は市⺠活動⽀援センターのホームページから動画
でご覧になれます。 

 第１４回市⺠活動団体交流会 

11⽉12⽇（⽇）さやか公園で、狭⼭中学校区まち
づくり円卓会議主催の第７回さやりんピックが開催
されました。今年は⼤阪狭⼭市市制30周年記念事業
として実施しました。天候にもめぐまれて開会式か
ら準備体操、担架作成競争、アメすくい競争など。
⼦どもたちも家族と元気に競技に参加してました。
そのあとは防⽕訓練のための⽔バケツリレーで、1
チームが16名のメンバーが2組で対抗しバケツをリ
レーするもので途中あわてて⽔をこぼしたりの楽し
い競争が繰り広げられました。昼⾷をはさんで狭⼭
中学校吹奏楽部と狭⼭⾳頭保存会合同でのさやま⾳
頭のジョイントでは、⼤きな輪で華やかに踊りまし
た。⼤声コンテスト、パン⾷い競争もあり、恒例の
⽟⼊れでは、⼦どもの部は東⼩学校6年⽣のチーム

が優勝、⼤⼈のチームでは中学⽣も対抗してましたが、今年は狭⼭中PTAが優勝しました。閉会式でお菓⼦の
トロフィーを⼤会委員⻑から授与されました。参加者は2,850名でした. 

市⺠活動⽀援センターでは第14回市⺠活動団体交流会を９⽉
23⽇（祝）に開催しました。今回は、環境分野で活動してお
られる⽅を中⼼に13団体24名お集まり頂きました。実際に
地域で活動している２つの団体より、活動の現況報告や今後
の計画についてお話をして頂きました。そのあと他団体の参
加者はそれぞれ２つのブースに移動して、質疑応答やお互い
に協⼒しあえないかなどについて話し合い、情報交換をしま
した。予定した時間が⾜りない位に、それぞれのブースで活
発な意⾒交換がなされ、お互いの情報交換の場にもなって参
加者の皆さんは⼤変満⾜されていました。 
発表団体と発表者は岡⽥卓⼆さん（狭⼭の副池⾃然づくりの
会代表）池⽥⾏宏さん（⼤阪狭⼭市ごみ減量対策推進会議 
代表）でした。 
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第6回まちづくり活動発表会開催します 

しみんのちから登録団体 チラシ⼤賞 作品募集   

●ところ︓市⺠活動⽀援センター 市役所南館 ２F講堂 
●と き︓⼊⾨編 ︓ 平成30年２⽉２⽇（⾦)/2⽉9⽇（⾦） 
     活⽤編 ︓      ３⽉２⽇（⾦)/3⽉9⽇（⾦） 
    いずれも 開講午後2時〜4時(開場1時30分 
●定 員︓⼊⾨編・活⽤編それぞれ10名（先着順） 
●持ち物︓パワ―ポイントのソフトが⼊ったノートパソコン 
  （対象マイクロソフトパワーポイント︓2013,2016） 
   USBメモリ 
●PCの貸し出し︓500円/⽇（5台まで） 
●参加費︓⼊⾨編・活⽤編それそれ700円（テキスト付） 
     両⽅参加の場合1000円（テキスト付） 
●申込⽅法︓メールまたはFAXでお名前（ふりがな）・ 
     メールアドレス・電話番号・講座名を記載して 
     市⺠活動⽀援センターまで 

 

誰もが幸せに暮らせるまちづくりを推進するため、3団体（さやま未来プランナー・⼤阪狭⼭市婦⼈会・傾聴
さやま）が取り組んでいる活動を知っていただき、“何かを学び、つながり、活動したい”という更なる「市⺠
⼒」「団体⼒」について理解を深めていただきます。 
 
● と き︓平成30年2⽉3⽇（⼟）午後1時〜4時30分 
● ところ︓SAYAKAホール 2階⼤会議室 
● 定 員︓50名（先着順） 
● 参加費︓無料 
● 申込締切︓1⽉13⽇（⼟） 
● 申込・問い合わせ︓⼤阪狭⼭市市⺠活動⽀援センター 

パワ―ポイント講習会のご案内  

市⺠活動⽀援センターでは、チラシ⼤賞の作品を募集  
します。登録団体全体の広報⼒の向上に寄与すること 
を⽬的にします。 
皆さんの⼼のこもった作品をお待ちしています。 
●応募対象︓当センター「しみんのちから登録団体」 
      または登録申請中の団体 
●応募内容 
 （１）実際に使⽤したオリジナルチラシ⼀⾯ 
 （２）応募作品は複数可（1団体） 
   （団体名が明記されているもの） 
 （３）2017年1⽉以降に作成した作品 
●サイズ A4限定 
●応募⽅法︓応募⽤紙と作品を来館または郵送にて 
尚、応募作品は返却できませんのでご注意ください。 
●応募締切︓2018年1⽉31⽇必着 
●審査⽇︓２０１８年２⽉審査作品は 

当⽀援センターからご連絡します） 
●審査員 帝塚⼭学院⼤学情報メディア科、 
     市⺠活動⽀援センタースタッフ 
●発表・表彰  
 2018年3⽉中旬（団体交流会にて表彰） 
 （１）グランプリ（1作品）賞状・記念品 
 （２）準グランプリ（1作品）賞状・記念品 
 （３）特別賞 賞状・記念品 
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〜社会の課題は⾃分達で主体に解決できる〜 
⽇々の暮らしの中で感じる「困ったな」や 
「もっとこうだったらいいのに」を私たちで 
 解決できるかを聞きます。 
 
●と き︓平成30年1⽉20⽇（⼟） 
     講演︓午後2時〜3時30分（開場︓1時30分より） 
●ところ︓SAYAKAホール 2F ⼤会議室 
●定 員︓80名 先着順 
●参加費︓無料（但し要予約） 
●受 付︓12⽉20⽇から定員に達するまで 
 

〜寄りそって聴くことから始まる⼼豊かな⽣活〜 
●と き︓第1⽇⽬︓平成30年2⽉８⽇（⽊）午後1時30分〜4時30分 
     第2⽇⽬︓平成30年2⽉22⽇（⽊）    同上 
●ところ︓⼤阪狭⼭市公⺠館 ２階 多⽬的室 
●対 象︓傾聴および傾聴ボランティアに関⼼のある⼈ 
●定 員︓40名（先着順） 
●内 容︓2⽇間6時間で傾聴の基礎を講義とロールプレ 
     イで学んでいただきます。 
●講 師︓傾聴さやま会員 
●参加費︓200円（テキスト代） 
●申込期間︓平成29年12⽉１⽇〜平成30年１⽉31⽇まで 
   

 

第5回傾聴ボランティア養成講座 

●申込⽅法︓HPまたはE-mailまたFAX、往復ハガキでも可です。 
申込講座内容、お名前（ふりがな）、電話、住所・郵便番号、メール、年齢（年代でも可）、参加⼈数など 
記載の上、狭⼭中学校区まちづくり円卓会議事務局まで。 
●申込先 
   〒589-0005 ⼤阪狭⼭市狭⼭1-862-5  
   ⼤阪狭⼭市市⺠活動⽀援センター1F 
   狭⼭中学校区まちづくり円卓会議事務局まで  FAX︓072-366-8545 
   E-mail:sayamaround@sayamachuentaku.net 
   HP:http://www.sayamachuentaku.net/ 

さやまラウンド 第21回講演会 「暮らしやすさ」はみんなで創る 

講師︓深尾昌峰さん 
⿓⾕⼤学 政策学部 准教授 
公益財団法⼈京都地域創造基⾦理事⻑ 

●申込先︓「傾聴ボランティア養成講座受講希望」と、 
      住所、⽒名（ふりがな）年齢、電話番号を 
      書いてハガキまたはFAXにてお申し込み下 
      さい。 
●申込先︓〒589-0021 ⼤阪狭⼭市今熊1丁⽬85番地 
     ⼤阪狭⼭市社会福祉協議会ボランティアセンター 
     FAX:072-366-7407 
●問合せ先︓傾聴さやま（東尾）携帯︓080-1465-6630 

狭⼭藩ZERO代北条⽒規 
さやま藩北条⽒をひもとく物語 
初演 ご当地創作講談 を開催します。 
出演者︓・上⽅⼥流講談師（五代旭堂⼩南陵） 
    ・⼥流落語家（露の眞） 
    ・講談作家 ⼤⾕邦朗 
●と き︓平成30年3⽉4⽇（⽇） 
     開場1時30分 開演2時〜 
●ところ︓SAYAKAホール⼩ホール 

●参加費︓前売りチケット1000円 
●⽂化の花咲かそ補助⾦事業 
●後援︓⼤阪狭⼭市・⼤阪狭⼭教育委員会 
●協⼒︓さやか観光会 
●主催︓スマートライフサポート・ソピア 
●問合せ︓今村 smile.i.sophia@gmail.com 

        090-9289-3100 
     ⾕上 090-9719-2121 
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⼤阪狭⼭市市⺠活動⽀援センター 
 News Letter Express 
 発⾏責任者︓⽒川 誠 
 〒589-0005 ⼤阪狭⼭市狭⼭１-862-5 
  ☎・Fax︓072-366-4664 

E-mail:simin025@yacht.ocn.ne.jp 
HP:http://osakasayama-sc.jp/ 
VIC・E-mail︓vic@osakasayama-vc.jp 

情報ステーション 

⼤阪狭⼭市駅 
から500ｍ 

ボランティアしたい⼈ 
ボランティアを求めて
いる⼈は当センター 
まで 

 年末年始の休業のご案内 ⽀援センターで 
ミニワークサロンを開催します 

 

 

みなさんの活動・情報をこの 
紙⾯で紹介しませんか 

携帯電話での投稿は右QRコードで 
メールアドレスが登録できます。 
市⺠活動⽀援センターまで情報の 
提供をお願いします。 

 

市⺠活動⽀援センターは平成29年12⽉29⽇から平成
30年1⽉5⽇までの間は休業します。 

「お正⽉⼩さなクラフト⽣け花︕」 

お正⽉のミニ⽣け花。新年を迎える
お部屋のアクセントに、楽しんでみ
てはいかがでしょうか。 
・１２⽉２２⽇（⾦）午後２時 
        〜３時３０分まで 

・参加費︓３００円 
・問合せ︓当センターまで（☏072-366-4664） 
        

市⺠公益活動アンケート 

困っていることや、多数の市⺠のためになること、より
良いまちになるように「こんな活動あったらいいな」を
聞かせてください。 
アンケートの内容に公益性が認められれば市⺠公益活動
促進補助⾦事業の活動テーマに設定されます。団体は
テーマに則した活動内容で市⺠公益活動促進補助⾦を申
請し、認められれば補助⾦が交付されます。 
※提案された内容は必ずしも採⽤を約束するものではご
ざいません。 
＜アンケートの提出⽅法＞ 
メ ー ル︓件名を「市⺠公益活動アンケート」とし、
⾃由様式にて下記メールアドレスまでご回答ください。 
shimin-kyodo@city.osakasayama.osaka.jp 
Ｆ Ａ Ｘ︓０７２－３６６－００１１ 
郵送・直送︓ 
〒589-8501 ⼤阪狭⼭市狭⼭⼀丁⽬2384-1 
      ⼤阪狭⼭市役所 市⺠協働推進グループ 
◎ニュータウン連絡所及び市⺠活動⽀援センターでも 
アンケート回収ＢＯＸ         

８⽉と９⽉の間、O⼤学の学⽣インターンシップを当セン
ターで受け⼊れました。▷１回⽣男⼦が４⼈。⼀⼈あたり80
時間の割り当てです。⼤学が夏休みで授業の無い時期です
が、それぞれにクラブ活動やアルバイトなどの予定があり、
⽇程を割り振るのに苦労しました。▷⼀⼈だけでの出勤をで
きるだけ避け、⼆⼈以上になるようにしたもので、オリエン
テーションを含めて17⽇間、若者の⼒をセンターに吹き込ん
でくれました。▷より積極的な仕事体験を提供したくて、受
け⾝の窓⼝業務でなく、地域の団体を掘り起こす調査と、こ
の時期にあるイベントに参加して市⺠活動を体験取材するこ
とを２本の柱にしました。▷特に、⼀つ⽬の「団体調査」
は、これまでセンターが把握できていない団体を調べること
を⽬的とするものです。我々にとっても、普段の業務の中で
はなかなか取り組めていない課題です。若い、外部の視線で
新鮮な⼿法と切り⼝を期待しましたが。4⼈で⼿分けして、
団体が利⽤していそうな市内の施設を回り、真⾯⽬に取り組
んでくれました。▷拾い出した団体は200を超え、そのうち
からセンターに未登録の団体を調べてくれました。▷後が
我々の宿題になることを想定していませんでした。（よ） 

編集後記 


